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会議次第 

開会 

１ 諮問 

２ 議事 

（１）進行管理部会の設置について 

（２）次期総合計画の策定について 

  ア 本市を取り巻く社会経済情勢の変化について 

  イ 次期総合計画策定方針について 

（３）その他 

閉会 
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審  議  経  過 

主な内容は次のとおり 

（○委員の発言、□会長の発言、●事務局の発言） 

 開会  

  企画政策課長の司会のもと、審議会の運営に係る事務説明（会議の公開等）を行

った。 

 

１ 諮問 

  加山市長から諮問書を読み上げ本審議会に次期総合計画の諮問を行った。 

 

２ 議事 

  吉田会長の進行により議事に入った。 

 

（１）進行管理部会の設置について 

□  本日の議事（１）「進行管理部会の設置について」事務局から説明願いたい。 

 

●  事務局より資料の説明が行われた。 

 

（質疑なし） 

 

□  新・相模原市総合計画の進行管理のため、進行管理部会を設置し、会長を部

会長とする。 

 

（２）次期総合計画の策定について 

  ア 本市を取り巻く社会経済情勢の変化について 

□  本日の議事（２）「次期総合計画の策定について」ア「本市を取り巻く社会

経済情勢の変化について」事務局から説明願いたい。 

 

●  事務局より資料の説明が行われた。 

 

○  厳しい状況ということは理解したが、現行の税制制度を前提とした場合、ど

のような見通しとなっているのか。 

 

●  国の調査の中では、具体的な財政に関する試算はないが、本市の財政収支の

見通しというものは、次期総合計画を策定する上で大変重要なことから、本審

議会において、示していく予定である。 
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□  相模原市の平成２８年度決算における経常収支比率は100を超えていると聞

いており、かなり厳しい財政状況にあると思う。是非次回では見通しを明らか

にしていただきたい。 

 

○  外国から人を受け入れることにより、人口減少に歯止めがかかるのではない

か。また、外国の人が日本の男性・女性と結婚して、子どもを生んでいくよう

な時代もくるのではないかと思う。 

だから、移民を認めるということをすれば人口減少も止まると思うので、こ

のようなことも考えていきたい。 

 

□  外国人の受け入れ政策は、国レベルの問題であると考える。 

一方で、外国人居住者は自然増加率が高いという実情もあることから、外国

人の問題も踏まえて総合計画の中で取り組んでいかなければいけない。 

 

○  外国人を増やすということは国策であるが、既に居住している外国人にどう

活躍してもらうかは総合計画の議論の対象内である。 

 

○  相模原市固有の人口動態、児童数の減少の状態、都市のスポンジ化の状況に

ついてのデータも併せて提示いただきたい。 

 

●  ２回目において、本市特有の状況ということで様々な調査結果をお示しさせ

ていただきたいと考えている。 

 

  イ 次期総合計画策定方針について 

□  本日の議事（２）イ「次期総合計画策定方針について」事務局から説明願い

たい。 

 

●  事務局より資料の説明が行われた。 

 

○  来年年号が変わるが、資料が和暦となっている。必ず年号のところに西暦を

併記していただきたい。 

 

○  市民参加の機会をかなり充実させるというように書いてあるが、質を高める

上で何か工夫されたことがあるか、教えてもらいたい。 
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●  区民討議会があげられる。区毎に概ね 30名くらいの方に参加いただき、会

場の雰囲気も比較的気さくな雰囲気で進行した。結果はこれからまとめるが、

闊達な議論がいただけたという面では、工夫した成果ではあろうかと思ってい

る。 

また、既に行ったものとして、外国人市民との懇談会や若年労働者との懇談

会などもあるが、想定したイメージのようにはいかなかった部分もあるため、

今後は反省を踏まえて進行していきたいと考えている。 

 

□  まちづくりとか都市づくりをこれから担っていく場合、市民参加というと個

人市民レベルに焦点を当てがちであるが、個人市民が集まった各種の団体、団

体市民や企業市民というものも視野に入れ、これからのまちづくりの考え方を

検討していただきたい。 

 

○  区民討議会が行われていたことを、承知していなかった。また、様々な市民

参加の取組を行っているが、どこかで周知をしていたのか教えていただきたい。 

 

●  区民討議会については、無作為抽出した候補者に直接声かけをして参加を募

ったため、皆さんの目に触れる機会はなかった。また、開催に際して傍聴は認

めていなかったので、承知されなかったものと考える。 

 

□  その点は少し見直す必要があるのではないか。無作為抽出のいう形で、行政

としての恣意性や操作性を排除して集まっていただくというのは理解できる

が、出来るだけその他の人も含めて集まる場にした方が、実りがあるのではな

いか。 

 

○  区民会議で区別基本計画を検討するとあるが、今の段階ではどういう風に考

えられているのか教えていただきたい。 

 

●  これまでは、２２地区の計画を総合計画の基本計画の一部に位置付けてきた

ところである。今回も、地区の声を聞くため、まちづくり会議において、現行

の計画の振り返り及びこれからの地区をどのような地域にしていきたいかとい

うことを、議論しまとめていただいているところ。 

区別基本計画については、指定都市への移行後に策定をした区ビジョン、い

わば区の計画があるが、これを更新しつつ、まちづくり会議での議論なども踏

まえ、区民会議において区の計画を検討していただく、というような進め方に

していきたいと考えている。 
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□  いままでは市町村合併で大きな自治をされてきたが、これからはむしろ小さ

な自治を大事にしなければいけない。これをまた３つの区で括ってしまうとい

うのは果たしていいのかという思いもある。 

ただ単に３区だから３つで割って計画をつくれば良いのか。３区で作るとし

ても区の計画と更に下の地区レベルとのどういうリンクをするのかとか、その

辺を検討していただく必要がある。 

 

○  区の計画は、区ビジョンがあるのでそれなりのものが難しくなく出来るだろ

うと思っている。 

問題は、相模原で区役所をどういう風にしていくのかということではない

か。小区役所主義と大区役所主義とあり、相模原がどっちに進もうとしている

のか、ハッキリしなければいけないと思う。 

小区役所主義から大区役所主義に変わってきている中で、それに伴う、メリ

ットデメリットというものを調査していただきたい。 

もう１つは、区内分権についてである。相模原は人口７２万人で３つの区で

あり、１区当たりの人口が大きく、必然的に区内分権を進めていくことが想定

される。権限や財源等を地域に落としていくことになるが、それをどう組み込

むかというところも、区ビジョン、区別計画とも関連してくる。これを議論す

る素材として、それのメリットデメリットを教えてもらうと議論の素材に出来

ると思う。 

もう１つ、南区では色々な活動をしているが、３つの区を並べたことによっ

て独自性が平均化されてしまうことを懸念している。 

 

○  様々な分野の部門別計画が既にあると思うが、全体像が踏まえられる情報を

提示いただきたい。 

 

（３）その他 

 

□  議事（３）「その他」について事務局から説明願いたい。 

 

●  事務局より今後のスケジュール等について説明が行われた。 

 

（質疑等なし） 

 

□  他に意見等がないようなので、本日の議事は終了とする。 
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閉会 椎橋企画政策課長 

 

以 上   
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相模原市総合計画審議会委員出欠席名簿 

 

 氏   名 所 属 等 備 考 出欠席 

1 吉田 民雄 総合政策プランナー 会長 出 

2 金森 剛 相模女子大学人間社会学部社会マネジメント学科教授 副会長 出 

3 松永 千賀子 相模原市議会議員  出 

4 五十嵐 千代 相模原市議会議員  出 

5 阿部 善博 相模原市議会議員  出 

6 須田 毅 相模原市議会議員  出 

7 岸浪 孝志 相模原市議会議員  出 

8 加藤 明徳 相模原市議会議員  出 

9 永井 博 相模原市教育委員会教育長職務代理者  出 

10 髙橋 三行 相模原市市農業委員会会長  欠 

11 小泉 幸隆 相模原市農業協同組合代表理事組合長  出 

12 杉岡 芳樹 相模原商工会議所会頭  出 

13 水谷 好男 相模原市立小中学校ＰＴＡ連絡協議会副会長  出 

14 坂本 堯則 相模原市自治会連合会会長  出 

15 小山 龍次 公益社団法人相模原青年会議所理事長  出 

16 戸塚 英明 社会福祉法人相模原市社会福祉協議会会長  出 

17 石井 トシ子 特定非営利活動法人男女共同参画さがみはら代表  出 

18 幸山 隆 相模原地域連合事務局長  出 

19 竹村 克二 一般社団法人相模原市医師会会長  出 

20 荒井 容子 法政大学社会学部社会学科教授  出 

21 中田 恭子 青山学院大学理工学部化学・生命科学科准教授  出 

22 長野 基 首都大学東京都市環境学部都市政策科学科准教授  出 
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23 西田 恵一郎 和泉短期大学児童福祉学科准教授  欠 

24 大谷 聡穂 公募委員  出 

25 栗田 愛子 公募委員  出 

26 髙田 泉 公募委員  出 

27 林 佳美 公募委員  出 

28 飯島 泰裕 相模原市中央区区民会議会長  出 

29 松下 啓一 相模原市南区区民会議委員  出 

 


